
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
協
議
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。 議

事
終
了
後
、
総
会
に
来
賓
と
し

て
招
か
れ
た
三
塚
本
会
会
長
よ
り
、

歯
科
保
健
条
例
制
定
へ
の
取
り
組

み
、
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
に
際

し
て
多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い
た
こ

と
へ
の
感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
。 

内
藤
連
盟
会
長
は
、
歯
科
保
健
議
員

連
盟
設
立
の
お
礼
と
、
歯
科
保
健
条
例

制
定
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
議
員
連

盟
の
先
生
方
と
歯
科
医
師
連
盟
が
密

に
連
携
し
合
っ
て
活
動
し
て 

て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。 

閉
会
を
、
中
村
正
則
副
会
長
が
、「
歯

科
医
師
会
と
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
活

動
す
べ
く
、
議
員
連
盟
と
し
て
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
、

総
会
は
終
了
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
い
て
、
議
員
連
盟
の

県
議
と
、
歯
科
医
師
会
本
会
役
員
、
連

盟
役
員
、
連
盟
支
部
長
と
の
設
立
総
会

記
念
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。 

一
瀬
明
連
盟
理
事
長
の
司
会
の
も

と
、
依
田
竹
雄
連
盟
副
会
長
の
開
会
に

続
き
、
議
員
連
盟
会
長
に
就
任
さ
れ
た

深
沢
登
志
夫
県
議
が
挨
拶
に
立
た
れ
、

「
永
年
の
懸
案
だ
っ
た
歯
科
議
員
連

盟
が
ス
タ
ー
ト
し
、
条
例
制
定
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
歯
科
医
師
会
へ
の
期

待
に
沿
う
よ
う
、
結
果
を
出
せ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
ら
れ

た
。 続

い
て
、
三
塚
本
会
会
長
は
、
「
当

面
の
課
題
の
歯
科
保
健
条
例
制
定
に

向
け
て
、
議
員
連
盟
の
先
生
方
と
ね
ば

り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」、
ま

た
、
内
藤
連
盟
会
長
は
、
「
歯
科
医
師

連
盟
と
し
て
も
、
県
民
の
歯
科
保
健
向

上
の
た
め
の
活
動
を
、
議
員
連
盟
の
先

生
方
と
推
進
し
て
い
き
た
い
。
」
と
述

べ
ら
れ
た
。 

続
い
て
、
意
見
交
換
と
し
て
、
歯

科
医
師
会
側
か
ら
一
瀬
秀
文
専
務

理
事
よ
り
、
条
例
制
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
資
料
を
も
と
に

説
明
さ
れ
た
。
議
員
連
盟
側
か
ら
は

丹
澤
和
平
幹
事
長
よ
り
、
条
例
制
定

へ
の
経
過
が
説
明
さ
れ
た
。「
10
月

９
日
ま
で
に
６
回
協
議
を
重
ね
て

い
る
が
、
山
梨
県
議
会
で
は
全
会
一

致
で
な
い
と
条
例
案
が
出
せ
な
い

慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
10
月
10
日

の
山
日
の
記
事
“
歯
の
健
康
条
例
頓

挫
”
の
経
緯
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ー
ラ

自
由
民
主
党
歯
科
保
健
議
員
連
盟

設
立
総
会 

開
催
さ
れ
る

10
月
20
日(

火)

談
露
館
に
て
、
「
山
梨
県
議
会
自
由
民
主
党
歯

科
保
健
議
員
連
盟
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
歯
科
保
健
議

員
連
盟
に
は
、
自
民
党
所
属
の
25
名
の
県
議
全
員
の
賛
同
を
得

て
、
当
日
の
総
会
に
は
16
名
の
県
議
の
出
席
の
も
と
、
行
わ
れ
た
。

（１）平成21年12月16日(水)       山梨県歯科医師連盟          第 19 号

山梨県議会

第 19 号 
□発 行 

山梨県歯科医師連盟 
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□発行人 内藤敏雄 

□編集人 守屋直木 

 

山梨県歯科医師連盟機関紙 

総
会
は
、
山
下
政
樹
県
議
の
進
行

の
も
と
、
発
起
人
代
表
の
深
沢
登
志

夫
県
議
よ
り
、「
昨
年
11
月
、
歯
科

保
健
条
例
の
制
定
と
歯
科
議
員
連

盟
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の
要
望

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
数
回
の
協
議

を
経
て
本
日
に
至
っ
た
。
」
と
経
過

説
明
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
県
民
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
議
員
連
盟
と
し
て
歯
と
口
腔
の

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組 

み
、
県
民
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
の
推
進
役
に
な
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、 

◆
第
１
号
議
案
「
山
梨
県
議
会
自
由

民
主
党
歯
科
保
健
議
員
連
盟
規
約

(

案)

に
つ
い
て
」 

◆
第
２
号
議
案
「
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
」 

◆
第
３
号
議
案
「
活
動
方
針(

案)

に
つ
い
て
」 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成21年12月16日(水)       山梨県歯科医師連盟          第 19 号

ム
政
新
所
属
の
県
議
２
人
が
、
フ
ッ

素
洗
口
へ
の
安
全
性
へ
の
不
安
と
、

強
制
は
好
ま
し
く
な
い
と
の
理
由

で
検
討
会
委
員
を
辞
任
し
た
た

め
。
」
と
説
明
。「
今
後
、
検
討
委
員

代
表
者
会
議
を
経
て
、
ど
う
い
う
形

で
県
議
会
に
提
案
し
て
い
く
か
、
議

員
連
盟
の
中
で
決
め
て
い
く
。
」
と

述
べ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
乾
杯
に
移
り
、
高
野
剛

幹
事
の
発
声
で
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
懇
親
会
で
は
、
地
元
選
出
の
県

議
と
各
支
部
歯
科
医
師
会
員
ご
と

の
テ
ー
ブ
ル
で
、
歯
科
保
健
の
こ

と
、
地
域
の
こ
と
な
ど
、
和
や
か
な

中
に
も
真
剣
な
会
話
が
交
わ
さ
れ

た
。 最

後
に
、
前
島
茂
松
県
議
が
、「
歯

科
医
師
会
と
歯
科
医
師
連
盟
、
議
員

連
盟
が
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
県
民

に
健
康
の
源
は
歯
と
口
腔
で
あ
る

こ
と
を
、
県
民
の
合
意
を
得
て
条
例

制
定
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

閉
会
を
、
渡
辺
冨
裕
副
会
長
が

「
議
員
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

は
ま
さ
に
記
念
す
べ
き
こ
と
で
、
県

民
の
歯
科
保
健
向
上
の
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
し
ま
す
。
」
と
結
ば
れ
た
。 

歯科保健議員連盟 設立総会記念懇談会 

天
空
快
濶 

一
瀬 

明

８
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
総
選
挙
の

結
果
は
、
事
前
に
予
想
さ
れ
て
は
い
た

が
、
現
実
に
政
権
交
代
が
目
の
前
で
起

き
て
、
私
た
ち
会
員
は
戸
惑
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
、
選
挙
の
前
に
は
、
連
盟

は
過
去
の
選
挙
と
同
じ
よ
う
に
自
民
党

を
支
持
す
る
と
い
う
、
今
ま
で
通
り
の

方
針
で
選
挙
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

実
際
の
投
票
で
、
自
民
党
に
票
を
入
れ

た
会
員
は
ど
れ
だ
け
い
た
の
だ
ろ
う

か
。 

日
歯
連
盟
の
動
き
を
見
る
と
、
多
く

の
会
員
の
意
見
を
聞
い
て
対
応
を
も

っ
と
前
に
協
議
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。
選
挙
の
結
果
を
受
け

て
あ
わ
て
て
対
策
を
作
ろ
う
と
し
て

も
無
理
な
こ
と
で
あ
る
。 

９
月
の
評
議
員
会
で
動
議
が
出
さ

れ
て
、
「
野
党
で
あ
る
自
民
党
か
ら
参

議
院
比
例
代
表
候
補
を
出
さ
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
が
、
動
議
を

出
さ
れ
る
前
に
、
議
案
と
し
て
提
出
し

て
審
議
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の

ま
ま
自
民
党
を
支
持
し
て
い
く
か
、
民

主
党
に
軸
足
を
移
す
か
、
意
見
が
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
歯
連
盟
が

先
頭
に
立
っ
て
会
員
を
引
っ
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
先
、
会
員
の
連

盟
離
れ
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
連
盟
の
存
在
そ
の
も
の
が
危

う
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

山
梨
県
で
は
、
自
民
党
の
国
会
議
員

が
一
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
総
選
挙
で
自
民
党
が
全
員
落

選
し
た
の
は
全
国
で
３
県
だ
け
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
県
歯
と
し
て
ど
の
よ
う

に
連
盟
の
活
動
を
し
て
い
く
か
、
非
常

に
難
し
い
状
態
だ
。
連
盟
の
会
員
の
一

致
団
結
が
望
ま
れ
る
。 

皆
川
巌 

高
野
剛 

 

大
沢
軍
治 

内
田
健 

武
川
勉 

森
屋
宏 

望
月
清
賢 

浅
川
力
三 

保
延
実 

棚
本
邦
由 

山
下
政
樹 

鈴
木
幹
夫 

石
井
脩
德 

望
月
勝 

丹
澤
和
平 

中
込
博
文 

堀
内
富
久 

河
西
敏
郎 

白
壁
賢
一 

【
山
梨
県
議
会
自
由
民
主
党 

歯
科
保
健
議
医
院
連
盟
会
員
名
簿
】

〔
会 

長
〕
深
沢
登
志
夫 

〔
副
会
長
〕
土
屋
直 

中
村
正
則 

〔
幹
事
長
〕
丹
澤
和
平 

〔
幹 

事
〕
清
水
武
則 

皆
川
巌 

高
野
剛 

山
下
政
樹 

〔
監 

事
〕
大
沢
軍
治 

 

〔
会 

員
〕
前
島
茂
松 

深
沢
登
志
夫

土
屋
直 

中
村
正
則 

渡
辺
亘
人 

清
水
武
則

 

（
255
名
） 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）平成21年12月16日(水)       山梨県歯科医師連盟          第 19 号

第
４
回 

理
事
会
・
支
部
長
会
議 

11

月
５
日(

木)

、
第
４
回
理
事

会
・
支
部
長
会
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

日
、
出
席
を
い
た
だ
い
た
三
塚
日
本
歯

科
医
師
連
盟
副
会
長
よ
り
、
現
時
点
で

の
日
歯
連
執
行
部
の
方
針
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。 

以
下
、
要
約
。 

日
歯
連
盟
は
、
８
月
21
日
の
第
106

回
臨
時
評
議
員
会
で
、
来
年
の
参
議
院

選
挙
の
職
域
代
表
を
高
嶺
明
彦
氏
に

決
定
し
た
。
そ
の
後
、
８
月
30
日
の

衆
議
院
選
挙
の
自
民
党
大
敗
を
受
け
、

９
月
18
日
第
107
回
評
議
員
会
で
「
野

党
で
あ
る
自
民
党
か
ら
参
議
院
比
例

代
表
候
補
者
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
動

議
が
出
さ
れ
、
50
対
26
で
可
決
さ
れ

た
。
日
歯
連
執
行
部
と
し
て
は
、
11
月

20
日
の
第
108

回
臨
時
評
議
員
会
で

「
来
年
の
参
議
院
選
挙
で
職
域
代
表

選
挙
は
行
わ
な
い
」
こ
と
を
議
案
提
出

し
、
正
式
決
定
す
る
方
針
で
あ
る
。 

日
歯
の
大
久
保
会
長
は
、
全
国
会
長

会
議
・
代
議
員
会
で
「
政
権
与
党
と
政

策
的
な
話
し
合
い
を
す
る
」
と
明
言
し

て
い
る
。
日
歯
連
盟
は
、
日
歯
の
政
策

を
補
完
す
る
こ
と
が
仕
事
で
あ
り
、
今

ま
で
自
民
党
一
辺
倒
だ
っ
た
対
応
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。
歯
科
界
の
抱
え

る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
診
療
報
酬
の

改
定
・
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
税

制
の
問
題
な
ど
、
政
権
与
党
と
協
議
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
ま
で

民
主
党
と
の
パ
イ
プ
が
な
か
っ
た
が
、

小
沢
鋭
仁
歯
科
議
連
会
長
を
通
じ
て
、

民
主
党
幹
部
と
の
関
係
拡
大
を
進
め

る
と
と
も
に
、
民
主
党
所
属
で
歯
科
医

師
の
国
会
議
員(

島
田
智
哉
子
・
大
久

保
潔
重
・
川
口
浩
・
水
野
智
彦
議
員)

と
、
月
一
回
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

民
主
党
幹
部
と
の
協
議
で
は
、
主
に
、

山
岡
国
対
委
員
長
と
具
体
的
な
診
療

報
酬
改
定
や
、
医
科
歯
科
格
差
、
次
期

参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。 日

歯
連
と
し
て
は
、
大
久
保
会
長
の

政
権
与
党
を
支
持
す
る
と
い
う
意
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
12
月
中
に
は
診

療
報
酬
の
改
定
率
も
見
え
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
極
め
な
が

ら
立
ち
位
置
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い

く
。 口

腔
保
健
法
に
つ
い
て
は
、
民
主
党

か
ら
出
す
準
備
を
し
て
い
る
。
フ
ッ
素

洗
口
の
問
題
も
あ
り
、
輿
石
東
参
議
院

議
員
会
長
を
通
じ
、
近
々
大
久
保
会
長

が
日
教
組
幹
部
と
会
う
よ
う
話
を
進

め
て
い
る
。 

石
井
み
ど
り
議
員
に
つ
い
て
は
、
職

域
代
表
で
あ
り
、
歯
科
医
師
の
県
議
・

市
議
を
含
め
た
組
織
で
あ
る
歯
科
議

員
連
盟
の
場
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

日
歯
連
と
県
歯
連
と
の
連
携
は
、
全

国
一
律
に
民
主
党
支
持
と
い
う
訳
に

は
い
か
な
い
。
日
歯
連
と
し
て
は
、
ね

じ
れ
は
ね
じ
れ
と
し
て
認
め
て
い
く
。

現
時
点
で
の
日
歯
連
執
行
部
と
し
て

は
、
日
歯
の
政
策
を
補
完
す
べ
く
、
政

権
政
党
で
あ
る
民
主
党
と
協
議
し
て

い
く
が
、
国
民
の
意
識
調
査
で
70
％

の
人
が
こ
れ
か
ら
の
自
民
党
に
も
期

待
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
自
民
党
と

も
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く
。 

(

理
事
会
・
支
部
長
会
議
挨
拶
よ
り)

  

そ
の
後
の
協
議
で
は
…
、 

・
今
後
、
山
歯
連
は
日
歯
連
と
ど
う
い

う
ス
タ
ン
ス
で
行
く
か
？ 

・
国
政
と
県
政
は
違
う
の
で
、
対
応
も

異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

・
民
主
党
政
権
が
い
つ
ま
で
続
く
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
態
度
を
は
っ
き
り

さ
せ
な
い
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
？ 

・
政
権
が
代
わ
る
度
に
支
持
政
党
が
代

わ
る
の
は
お
か
し
い
。 

・
今
後
の
診
療
報
酬
の
改
定
の
結
果
を

見
て
か
ら
対
応
を
決
め
た
方
が
良

い
。 

な
ど
の
意
見
が
出
た
。 

 

今
後
、
山
歯
連
と
し
て
は
、
日
歯
連

の
方
針
や
会
員
の
意
向
を
踏
ま
え
た

上
で
、
対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。 

【
歯
科
系
国
会
議
員
一
覧
】 

〔
民
主
党
〕 

島
田
智
哉
子(

参
・
埼
玉
選
挙
区)

大
久
保
潔
重(

参
・
長
崎
選
挙
区)

川
口
浩(

衆
・
北
関
東
比
例
区) 

水
野
智
彦(

衆
・
南
関
東
比
例
区)

〔
自
民
党
〕 

関
口
昌
一(

衆
・
埼
玉
選
挙
区) 

石
井
み
ど
り(

参
・
比
例
区) 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（４）平成21年12月16日(水)       山梨県歯科医師連盟          第 19 号

日
歯
連
盟
・
臨
時
評
議
員
会 

「
組
織
内
候
補
を
擁
立
し
な
い
」
機
関
決
定 

日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
、
11
月
20

日(

金)

に
臨
時
評
議
員
会
を
開
き
、
来

年
７
月
の
次
期
参
議
院
・
比
例
代
表
選

挙
で
の
対
応
に
関
し
、
執
行
部
が
提
案

し
た
「
組
織
内
単
一
候
補
を
擁
立
し
て

の
選
挙
は
戦
わ
な
い
」
と
の
議
案
を
、

賛
成
の
挙
手
多
数
で
可
決
・
確
定
し

た
。
し
か
し
、
今
後
、
政
権
与
党
と
な

っ
た
民
主
党
か
ら
「
次
期
参
院
・
比
例

選
挙
で(

同
党
か
ら)

歯
科
医
師
の
候

補
者
を
立
候
補
さ
せ
た
い
」
と
の
提
案

が
予
想
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
、
会
員

の
意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
“
与
党
候

補
と
し
て
支
援
”
な
ど
の
形
で
対
応
す

る
方
向
と
な
っ
た
。 

言
い
換
え
る
と
、「
次
期
選
挙
で
は
、

歯
科
の
組
織
代
表
候
補
が
存
在
し
な

い
」
と
い
う
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
参
議
院

比
例
区
職
域
代
表
の
選
挙
の
際
に
概

ね
行
わ
れ
て
い
た
「
全
国(

日
歯
連
盟)

と
47
都
道
府
県(

県
歯
連
盟)

に
後
援

会
組
織
を
作
り
、
全
国
の
会
員
や
幅
広

い
歯
科
関
係
者
ら
が
“
当
選
に
向
け
た

選
挙
活
動
”
」
を
し
て
き
た
が
、
そ
れ

ら
の
活
動
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
な

く
な
る
わ
け
だ
が
、
歯
科
医
療
界
の
懸

案
で
あ
る
次
期
診
療
報
酬
改
定
や
医

業
税
制
、
レ
セ
プ
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
な
ど
の
対
応
策
は
、「
政
府(

鳩
山
内

閣)
が
策
定
し
、
衆
参
両
院
で
可
決
す

れ
ば
実
施
」
と
な
る
た
め
、
民
主
党
が

“
歯
科
界
の
厳
し
い
現
状
”
に
理
解
を

示
せ
ば
、
歯
科
診
療
報
酬
な
ど
も
改
善

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
評
議
員
の
中
か

ら
は
「
同
党
が
良
質
な
国
民
歯
科
医
療

を
提
供
さ
せ
る
た
め
に
尽
力
す
る
の

な
ら
ば
、
歯
科
医
師
連
盟
と
し
て
も
相

応
の
支
援
・
協
力
を
す
べ
き
」
と
の
発

言
も
あ
っ
た
。 

ま
た
、
一
部
の
県
歯
連
盟
が
行
っ
た

“
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
”
で
も
、
民
主
党

へ
期
待
す
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
、
「
民
主
党

の
政
策
次
第
で
は
、
同
党
が
歯
科
医
師

の
候
補
者
を
出
馬
さ
せ
る
の
な
ら
ば 

自
民
党
入
党
の
ご
案
内 

自
民
党
山
梨
県
連
で
は
、
入
党
促
進
運

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
入
党
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
、
県
歯
連
盟
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
参
議
院
選
挙
区
対
応
に
つ
い

て
は
、
原
則
、
地
元
歯
科
医
師
連
盟
の

意
向
を
尊
重
す
る
と
の
方
針
が
示
さ

れ
た
が
、
比
例
区
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
り
そ
う

だ
。 

支
援
す
る(

組
織
内
候
補
の
擁
立
以

外)

」
と
の
可
能
性
に
含
み
を
残
し
た
。

 

ま
た
、
そ
の
際
の
支
援
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
日
歯
連
評

議
員
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

が
、
全
国
同
一
内
容
で
の
支
援
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
。 

平
成
22
年
度 

県
施
策
及
び 

予
算
編
成
に
対
す
る 

要
望
事
項

自
由
民
主
党
山
梨
県
支
部
連
合
会

11
月
17
日(

火)

自
民
党
県
連
会
館

に
て
、
「
平
成
22
年
度
県
施
策
及
び
予

算
編
成
に
対
す
る
要
望
事
項
」
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
内
藤
県
歯
連
会
長

と
志
村
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

②
在
宅
歯
科
診
療
推
進
研
修
会
開
催

事
業 

(

新
規
事
業) 

〈
目
的
な
ど
〉
高
齢
者
歯
科
・
障
害
者

歯
科
等
の
専
門
性
を
有
し
た
歯
科
医

師
を
、
今
後
５
年
間
計
画
的
に
養
成
す

る
こ
と
に
よ
り
本
県
の
在
宅
歯
科
診

療
の
拡
大
・
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

③
在
宅
歯
科
診
療
施
設
整
備
事
業 

(

平
成
21
年
度
〜
の
継
続
事
業)

〈
目
的
な
ど
〉
在
宅
歯
科
診
療
を
推

進
・
普
及
す
る
た
め
に
携
帯
用
歯
科
治

療
機
器
導
入
の
際
の
購
入
費
の
一
部

助
成
。 
①
8020
運
動
推
進
特
別
事
業 

(

平
成
元
年
度
〜
の
継
続
事
業)

〈
目
的
な
ど
〉
歯
科
保
健
に
つ
い
て
の

理
解
・
啓
発
を
更
に
幅
広
く
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
状
況
。
民
主
党
政
権
に

よ
る
仕
分
け
事
業
対
象
項
目
と
な
っ

た
が
、
対
象
か
ら
外
す
よ
う
要
望
し

た
。 




